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【背景・目的】DOHaD説を支持するエビデンスが蓄積し、それに基づいた
non-communicable diseases (NCD)に対する先制医療が求められている。 20歳代女
性のやせや低出生体重児の高い割合は、今後日本でのNCD発症の増加につなが
ることが危惧される。したがって、DOHaD説への社会への普及と、それに関わ
る幅広いヘルスプロフェッショナルへのDOHaD教育導入が望まれる。  
 本研究は、ニュージーランド、オークランド大学Liggins研究所と藤女子大学
との共同研究「DOHaDに関する理解についての国際比較プロジェクト」の一部
で、対象を石狩市の妊婦とし、妊婦のDOHaDについて質問票調査により、DOHaD
理論の普及への基礎資料を得ることを目的とする。 
【対象】対象は、石狩市（人口約59,000人）の全妊婦（約300名/年）で、母子手
帳を受取り時、質問票への回答を依頼する。 
【方法】質問票では、10の質問文について、① 強くそう思う、 ② そう思う、
③ そう思わない、④ 全くそう思わない、⑤ わからない、から、考えに一番近
いものを選んでもらう。質問は 1. 妊娠前の母親の健康状態は、妊娠中の赤ちゃ
んの健康に影響を及ぼす、2. 妊娠前の父親の健康状態は、妊娠中の赤ちゃんの
健康に影響を及ぼす、3. 母親が妊娠中に食べた食物は、妊娠中の赤ちゃんの健
康に影響を及ぼす、4. 母親が妊娠中に食べた食物は、赤ちゃんの2歳までの健康
に影響を及ぼす、5. 母親が妊娠中に食べた食物は、赤ちゃんの小児期全体（18
歳位まで）にわたる健康に影響を及ぼす、6. 母親が妊娠中に食べた食物は、子
供の成人期全体にわたる健康に影響を及ぼし、生活習慣病の発症に関わる、7. 子
供が2歳までに食べた食物は、小児期全体にわたる健康に影響を及ぼす、8. 子供
が2歳までに食べた食物は、成人期全体にわたる健康に影響を及ぼし、生活習慣
病の発症に関わる、9. 母親が妊娠する前の父親の栄養状態は、子供の成人期全
体にわたる健康に影響を及ぼし、生活習慣病の発症に関わる、10. 母親が妊娠中
にタバコを吸ったり、タバコの煙にさらされることは、子供の成人期全体にわ
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たる健康に影響を及ぼし、生活習慣病の発症に関わる、である。本研究は、藤
女子大学倫理審査委員会の承認と石狩市の許可を得ている。 
 調査実施前であり、本研究会では、今後の教育介入等について、ご意見やア
ドバイスをいただきたい。 
 
